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研究成果の概要（和文）：産後の母親（以下、褥婦）の子宮を観察するために、「装着型産褥子宮モデル」（以
下、モデル）を開発し、このモデルを使用することによる学習効果を研究した。その結果、学生は褥婦の快・不
快の反応を確認し、その反応に応じた技術を提供できると感じていた。また、実習前には心理的準備を整えるこ
とができる、実習後には実習時の経験不足を補充できると感じていた。その上、客観的臨床能力試験では、褥婦
に対する配慮をしながら、説明をし、観察することができた。以上より、臨地実習で実施できる看護技術の範囲
や機会が限定される現在の看護基礎教育において、このモデルを使用することは臨床実践能力を強化するための
一助になると考える。

研究成果の概要（英文）：We developed a “wearable fetus and uterus model” (Model) for nursing 
students to practice observations of the uterus of postpartum women, and investigated the learning 
effects of the Model. The students felt that they were able to use the skills they learned from the 
reactions of postpartum women paying attention to reactions of comfort and lack of comfort. The 
students felt that they were able to prepare psychologically before the training, and that they were
 able to compensate for lack of actual experience after the training. In the Objective Structured 
Clinical Examination, they provided explanations to and observed postpartum women by showing 
consideration to the postpartum women. The findings suggest that using the Model will help improve 
clinical skills in the current basic nursing education where the opportunities and types of skills 
permitted in the clinical practicum are restricted.

研究分野：母性看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現代の若者の特徴として、コミュニケーションを取ることや相手の反応を読み取ることに難しさを抱えている。
母性看護は、母親とコミュニケーションを取り、かつ羞恥心に配慮しながら、看護技術を提供するという特徴が
ある。これまで褥婦の子宮の観察は、双方向のやり取りができず、褥婦の反応への対応が難しい状態であった。
そこで、装着可能な産褥子宮モデルを開発し使用することで、看護学生の母性看護技術を強化することが可能と
なる。とりわけ、少子化により母性看護学実習での対象者も年々減少し、実習において看護技術を実施する機会
が少なくなっていることから、モデルを活用した実習前後の練習により看護実践能力の強化につながる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 現在国民の医療安全に関する意識が向上し、臨地実習で実施できる看護技術の範囲や機会が
限定されている。そのため、看護基礎教育における実践能力の強化がより一層求められている
1）2）。 
 母性看護学に特有な褥婦の子宮の観察技術修得に向けた学内演習は、「産褥子宮触診モデル」
（写真 1）を使用してきた。しかし、この方法ではモデルに技術を実施するため、触診技術の
快・不快に対する対象者からの反応が得られないという課題が生じていた。実際、看護実践能
力を高める目的で実施している客観的臨床能力試験（Objective  structured clinical 
examination : 以下、OSCE）では、上記モデルを用いて、産後の子宮復古を観察する課題を実
施したところ、子宮の計測と模擬褥婦への対応が呼応していない学生が存在した。看護実践能
力の向上を図るためには、より臨地場面に近づけるための演習の工夫やより人間に近いシミュ
レーターの開発が必要になる。しかし、産褥期に特化した看護実践能力を強化するための視覚
的な教材 3）は開発されているが、人体に装着ができ、褥婦と対応しながら子宮を観察する産
褥子宮モデルは未だ開発されていない。そこで、自作モデルを作製し（写真 2）、OSCE を実施し
た結果 4）、①腹部の厚さが変化する、②装着者が動くことに連動して子宮が移動するといった
問題が生じた。 
以上より、平成 26年度に株式会社高研に業務委託し、上記の問題を検討し、助産学教員、助産
師および模擬褥婦に触感等を調査し、褥婦の反応を観察でき、かつ反復練習に耐えうる「装着
型産褥子宮モデル」を製作した 5）（写真 3）。 
 
産褥子宮触診モデル            自作モデル           装着型モデル 

 

 

 

 

 

 

写真 1：「産褥子宮触診モデル」を用いた触診場面  写真 2:自作モデルを用いた触診場面 

 

写真 3：立位で装着場面 
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２．研究の目的 
 平成 27年度に実施した事前調査結果を基に、装着型モデルを改良し完成させ、学習者側から
学習効果を評価することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
（1）平成 27年度に実施した事前調査を基に、装着型モデルを学習者が観察しやすくなるよう
検討する。検討した結果を反映した「改良装着型モデル」を製作する。 
（2）平成 29 年度および平成 30 年度に母性看護技術を教授する際、「改良装着型モデル」を用
いて演習を行う。その後、調査研究および OSCE を実施し、学習者側から学習効果を評価
する。 
 
 
４．研究成果 
 （1）事前調査結果をもとに平成 28～29 年度に「改良装着型モデル」を製作する過程 
   装着型モデル使用時の学生の戸惑いを抽出した。戸惑いは以下の 5点であった。 
① 臍が不自然でわかりにくい。 



② 恥骨結合がわかりにくい。触れにくい。     
③ 段差（写真 4）になったところが子宮だと 
思い触れた。脂肪に触った。     
④ 子宮底がわかりにくい。 
⑤ 測定するときに手が奥に入らない。 

 
上記に対する改善策として、業務委託した 
株式会社高研に 4点を提案した。 
① 臍のくぼみを作製する。 
② 恥骨結合を取り囲む脂肪部分を薄くする。       
③ 脂肪の段差をなだらかにする。 
④ 子宮底部分の脂肪に隙間を作る。 

写真 4 段差になっていたモデル 
 

   これらを改善し、「改良装着型モデル」を製作した（写真 5）。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        写真 5 改良装着型モデル 
  
（2）平成 29年度および平成 30 年度の学習者が感じた学習効果の研究結果 
①「改良装着型モデル」を使用し、子宮復古の観察場面で A大学看護学部 3年生 5名が 
感じた学習効果を調査した。結果、学生は「顔色や表情、疲労」といった産後の母親（褥
婦）の反応を感じ取れていた。また、「褥婦を想定できる」、「話す中で情報を得ること
ができた」、「言葉がけを考えながらできた」、「羞恥心や腹部の触れ方に配慮できた」、「実
習のときの会話に近い」、「実習と同じ緊張感でできた」等を感じていた。つまり、褥婦
に接する際に考えながら情報を収集し、技術提供時には羞恥心や触れ方に配慮しながら
実施しており、臨床場面に近い状況での学習が可能であることが示唆された。 
 
② 「改良装着型モデル」を使用し、A大学看護学部 3・4 年生 12 名に対し、学生が感じ
た学習効果を調査した。学習効果に関連したカテゴリーは【子宮復古の観察ができる】、
【問診による確認ができる】、【褥婦の
反応を確認しながら観察ができる】、
【判断しながら看護が実践できる】、
【褥婦のセルフケア能力を確認でき
る】、【実習に近い状態で実施できる】、
【褥婦の立場を考えることができる】、
【実施の振り返りができる】の 8つが
生成された（表１）。改良装着型モデ
ルを使用することで、学生は褥婦に接
する際に反応を観察しつつ、判断を加
えながら実施していた。子宮復古の観
察は、下腹部という日常生活では他者
が触れない部位を触診するため、対象
者の羞恥心に配慮し、その反応も観察
しながら実施する必要があり、製作し
た改良装着型モデルは臨床場面によ
り近づいた中での学習が可能である



ことが示唆された。 
 
③平成 30年度も同様に、「改良装着型モデル」を使用することにより、A大学看護学部 
3・4 年生 10 名が感じた学習効果を調査した。学習効果に関連したカテゴリーは、技術
実施時の効果として、【触診時の力加減が理解できる】、【子宮復古を観察できる】、【情
報収集をしながら技術が実施できる】、【褥婦の反応を確認・配慮しながら観察できる】、
【褥婦のセルフケア能力を確認できる】、【判断しながら技術が実施できる】、【提供した
技術を振り返ることができる】であった。また、実習前の効果として、【実習への技術
的・心理的準備を整えることができる】、【学生同士の練習で褥婦の気持ちを理解できる】、
【子宮と恥骨の位置がイメージ・理解できる】であった。実習後の効果として、【経験
不足を補うことができる】、【復習により技術を確認・獲得できる】であった。 
モデル製作の意図は、褥婦の反応を確認しながら子宮復古の観察ができるという看護
実践能力の向上であった。子宮復古の観察場面において、学生は褥婦の反応を確認・配
慮しながら、触診する力の加減を理解し、情報を収集し、判断して観察できると感じて
いた。これらは装着するモデルであるがゆえの学習効果といえる。 
実習前の効果は、学生同士が互いにモデルを装着し合うことで、褥婦の気持ちおよび
腹部と子宮の正確な位置のイメージが理解できることであった。これらにより、実習時
に対象者を配慮し正確に子宮を触診するといった看護技術の提供につながるものと考
える。また、褥婦の気持ちに配慮する技術的な準備に加え、実習前の学生の心理的準備
を整える効果も確認できた。さらに、実習後は、経験不足の補いや、看護技術の確認・
獲得を可能とする復習効果も感じていた。 
実習で経験可能な看護技術が減少する中、未経験の看護技術を補足する教材としても
有効であることが示唆された。 
 
④「改良装着型モデル」の学習効果検討のため、OSCE 課題「子宮復古の観察」の得点を
モデル使用前後で比較した。対象は A 大学母性看護学 OSCE 受験者（OSCE 受験は任意）
で、改良装着型モデル使用前は 79 名（平成 24 年～28 年度）、使用後は 15 名（平成 29
年度）の計 94名であった。その結果、モデル使用前は、「子宮硬度の確認」の評価項目
が有意に高かった。一方、モデル使用後は、「露出への配慮」、「下肢屈曲の説明」、「子宮
体部に手を添える」、「下肢伸展の説明」、「悪露の問診」の 5項目が有意に高かった。改
良装着型モデル使用後は、羞恥心に配慮しつつ下腹部を露出し、会話しながら観察して
いた。また、子宮の位置も具体的にイメージできるため、適切な部位に手を添えていた。
つまり、改良装着型モデルを活用した学習は、触診する際に配慮ある技術修得が可能と
なる。一方、子宮硬度の確認は、使用前が有意に高い結果であった。改良装着型モデル
の活用が子宮触診時の力加減を意識させ、強く押しすぎないようにしたとも考えられる。
今後も改良装着型モデルを活用することで、学生の看護実践能力の向上を目指していく。 
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